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○
協
働
の
担
い
手
づ
く
り
と
市
民
の
自
主
的

　
な
活
動
支
援

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
「
自
ら
考

え
、自
ら
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
な
る
人
材
等
の
育
成
及
び
団
体
等
の
活

動
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
適
切
な
行
政
運
営

　
職
員
の
資
質
向
上
を
は
じ
め
将
来
の
歳
入

減
、
施
設
の
更
新
・
保
全
等
に
備
え
た
経
常

経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
行
革
指
針
と
な
る
後
期
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
準
備
を
進
め
ま

す
。

　
　
　「
市
民
誰
も
が
活
躍
で

　
　
　
き
る
自
治
づ
く
り
」

政策Ⅰ

○
「
伊
佐
を
知
っ
て
・
伊
佐
に
来
て
・
伊
佐

　
を
愛
し
て
も
ら
う
」
好
循
環
づ
く
り

　
多
く
の
情
報
を
集
め
、
広
く
発
信
し
て
本

市
の
原
動
力
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

を
行
い
、
伊
佐
の
魅
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
市
外
へ
も
広
く

お
届
け
し
ま
す
。

　
政
府
の
施
策
方
針
、
市
場
に
対
応
で
き
る

伊
佐
市
な
ら
で
は
の
地
域
産
業
づ
く
り
を
進

め
ま
す
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
方
向
性
を
見
極
め
、

わ
が
国
の
農
政
の
大
転
換
に
迅
速
に
対
応
す

る
）。

○
収
益
性
の
高
い
農
業
づ
く
り

❖
品
質
の
高
い
農
畜
産
物
の
生
産
に
よ
る
ブ

　
ラ
ン
ド
化
や
新
た
に
導
入
す
る
乾
田
化
対

　
策
に
よ
っ
て
裏
作
・
園
芸
作
物
の
生
産
を

　
進
め
ま
す
。

❖
新
規
担
い
手
の
育
成
や
農
業
経
営
体
の
基

　
盤
整
備
、
農
地
の
保
全
、
整
備
及
び
集
約

　
化
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
　
　「
伊
佐
の
特
性
を
活
か

　
　
　
す
地
域
産
業
づ
く
り
」

政策Ⅱ

　平成 26 年度は、市民と行政の役割分担による協働を基礎と
して伊佐市総合振興計画に基づく政策に沿った施策を進めます。
　中長期的視点として、10 年後、20 年後のまちの将来を見据
えつつ、「行政サービスの『質』の向上と健全な財政運営」を
基本とし、短期的には、「雇用」「コミュニティ」「若者」を視
点に、雇用対策、高齢者・子育て支援、生活環境保全、防災体
制の充実及び農林業振興について、それを支える人づくりや情
報収集・発信の仕組みづくりと併せて複合的に推進します。
　さらに、この取組みに「安心と希望」を鳥

ちょうかんてき

瞰的な視点として
加え、「住みたい、住み続けたい」と感じ、「将来に希望を持て
る」まちづくりを市民の皆さまをはじめさまざまな主体との対
話・連携を持って進めます。

特集 
施
政
方
針

平成 26 年度 

第
１
回
伊
佐
市
議
会
で
隈
元
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
施
政
方
針
の
全
文
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政サービスの質の向上と
健全な財政運営に立った

「安心と希望」 のまちづくり
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❖
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
高
い
市
場
評
価

　
に
向
け
た
積
極
的
な
支
援
や
近
隣
自
治

　
体
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
家
畜
悪

　
性
伝
染
病
の
防
疫
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
林
業
の
振
興
や
多
様
で
健
全
な
森
づ
く
り

　
伊
佐
産
材
の
利
用
拡
大
に
よ
る
林
業
・
木

　
材
産
業
の
再
生
、
竹
林
も
活
用
し
た
地
域

　
の
環
境
保
全
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
等
防
止
・

　
軽
減
対
策
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
本
市
に
所
在
す
る
企
業
が
活
動
し
や
す
い

　
環
境
づ
く
り
や
、
誘
致
活
動
を
展
開
す
る

　
と
と
も
に
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
商
店

　
街
の
活
性
化
や
経
営
安
定
・
体
質
強
化
を

　
図
り
ま
す
。

○
旧
来
の
景
観
を
楽
し
む
観
光
に
と
ど
ま
ら

　
ず
、
本
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様

　
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域

　
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
取
り
組
め

　
る
よ
う
新
た
な
展
開
を
検
討
し
ま
す
。

「
安
心
」
を
最
優
先
と
し
て
地
域
経
済
の
活

性
化
や
地
域
を
愛
す
る
心
に
よ
る
生
活
空
間

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

○
美
し
い
環
境
整
備

❖
市
民
の
環
境
美
化
活
動
を
推
進
し
て
ご
み 

　
の
不
法
投
棄
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

❖
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
対
象

　
拡
大
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
の

　
継
続
を
、
地
元
業
者
育
成
・
雇
用
の
維
持

　
確
保
の
観
点
か
ら
実
施
し
ま
す
。

❖
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
稼
動
に
向
け
て
汚

　
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

○
道
路
整
備

❖
「
災
害
、
安
心
な
生
活
、
交
通
形
態
の
変

　
化
へ
の
対
応
及
び
環
境
整
備
」
を
基
本
に

　
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

❖
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基

　
づ
き
計
画
的
に
修
繕
を
行
い
ま
す
。

❖
国
・
県
の
事
業
等
に
よ
る
財
源
確
保
に
努

　
め
、
地
域
経
済
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
に
進

　
め
ま
す
。

○
公
営
住
宅
の
修
繕
・
建
替
な
ど
の
計
画
的

　
な
実
施
、
浸
水
・
内
水
対
策
の
充
実
を
図

　
る
と
と
も
に
、
川
内
川
水
系
河
川
整
備
事

　
業
の
実
施
に
つ
い
て
国
へ
要
望
活
動
を
行

　
い
ま
す
。

○
消
防
防
災

❖
防
災
意
識
の
高
揚
や
自
助
・
共
助
・
公
助

　
に
よ
る
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❖
携
帯
電
話
等
を
活
用
し
た
確
実
か
つ
迅
速

　
な
災
害
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

❖
統
一
さ
れ
た
消
防
団
が
柔
軟
か
つ
迅
速
な

　
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
を
行
い

　
ま
す
。

❖
女
性
団
員
に
よ
る
分
団
を
設
置
し
、
高
齢 

　
者
等
の
支
援
や
子
ど
も
へ
の
防
火
・
災
害

　
防
止
の
普
及
・
啓
発
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
と
し
て
、
校
区
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
警
察
及
び
交
通
安

　
全
協
会
と
一
体
と
な
っ
た
啓
発
活
動
・
青

　
パ
ト
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
健
全
な
水
道
事
業
の
経
営
と
水
道
施
設
・

　
設
備
の
計
画
的
な
改
修
・
更
新
な
ど
に
努

　
め
、「
良
質
な
水
の
安
定
供
給
」
を
行
い

　
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
と
の
連
携
に
よ
り

地
域
で
支
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
市
民
の
主
体
的
な
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
、
必
要
な
福
祉
・
保
健
・
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
よ
り
、
安
心
感
と

未
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
生
活
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

○
ひ
き
つ
づ
き
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
日
本
一
」
を
め
ざ
し
ま
す

❖
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

　
て
地
域
の
専
門
職
の
力
を
活
か
し
た
シ
ス

　
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
働
き
な
が

　
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

　
り
を
進
め
ま
す
。

❖
「
子
ど
も
の
命
を
育
み
、
守
る
」
た
め
、

　
医
療
費
助
成
に
不
妊
治
療
費
助
成
・
子
ど

　
も
医
療
費
資
金
の
貸
付
を
新
た
に
加
え
る

　
ほ
か
、
市
内
の
産
婦
人
科
等
の
サ
ポ
ー
ト

　
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
安
心
し
て
受
診
・

　
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま

　
す
。

○
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ
く

　
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
生
活
習
慣
病
予
防
、

　
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の

　
検
診
の
実
施
、
疾
病
予
防
の
普
及
啓
発
を

　
行
い
ま
す
。

　
　
　「
自
然
と
調
和
し
た
快
　

　
　
　
適
な
生
活
空
間
づ
く
り
」

政策Ⅲ

特集　平成 26 年度　施政方針 

　
　
　「
と
も
に
支
え
あ
う
明
　

　
　
　
る
く
元
気
な
人
づ
く
り
」

政策Ⅳ
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育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た

「
伊
佐
の
ふ
る
さ
と
教
育
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り
方
を

踏
ま
え
、
10
年
後
、
20
年
後
の
伊
佐
市
に
お

け
る
学
校
の
姿
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
学
校
教
育

❖
児
童
・
生
徒
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

　
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
山
坂
達
者
な
青

　
少
年
に
育
つ
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の

　
整
備
・
学
校
施
設
の
安
全
確
保
の
ほ
か
、

　
地
域
住
民
講
師
に
よ
る
「
土
曜
い
き
い
き

　
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

❖
平
成
27
年
４
月
の
大
口
中
央
中
学
校
の
開

　
校
に
向
け
、
校
舎
・
備
品
等
の
学
習
環
境

　
整
備
を
は
じ
め
、
入
学
予
定
児
童
や
在
校

　
生
の
交
流
推
進
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア

　
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

❖
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
の

　
拡
充
や
将
来
の
伊
佐
市
に
ふ
さ
わ
し
い
県

　
立
高
校
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

❖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
徹
底
し
た
衛

　
生
管
理
の
も
と
、
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

　
の
と
れ
た
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
と

　
と
も
に
、
伊
佐
米
の
利
用
な
ど
地
産
地
消

　
と
食
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
社
会
教
育

❖
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
校

　
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
連
携
な
ど

　
に
よ
る
青
少
年
の
「
人
づ
く
り
」
を
行
い

　
ま
す
。

❖
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
若
者
の
参
加
に
よ
る

　「
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を
開
催
し
、
未
来

　
を
考
え
、
行
動
す
る
若
者
を
育
て
ま
す
。

❖
郷
土
民
俗
芸
能
の
保
存
・
振
興
を
行
い
、

　
市
民
が
郷
土
の
文
化
財
に
触
れ
、
親
し
む

　
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
を
市
民
の
身
近
な
学
び
の
場
と
す

　
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
地

　
域
の
組
織
や
人
材
を
活
用
し
た
図
書
館
の

　
在
り
方
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進

　
め
ま
す
。

○
自
主
的
な
文
化
活
動
の
支
援
や
市
民
が
良

　
質
な
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を

　
提
供
す
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
に
開

　
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
伊
佐
市
主
催
事
業

　「
い
さ
演
劇
祭
」
に
つ
い
て
の
取
組
み
を

　
具
体
的
に
進
め
ま
す
。

○
競
技
団
体
や
学
校
等
と
連
携
し
て
競
技
者

　
の
育
成
・
強
化
に
努
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

　
た
、
平
成
32
年
開
催
の
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ

　
ー
競
技
の
会
場
整
備
、
実
施
体
制
の
整
備
、

　
選
手
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
密
着

　
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
活
用
し
、

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
連
携
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
第
６
期

　
介
護
保
険
事
業
計
画
・
第
７
次
高
齢
者
福

　
祉
計
画
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

○
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
よ
る
自
立
促
進

　
や
手
話
奉
仕
員
の
養
成
を
行
う
ほ
か
、「
障

　
が
い
者
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

　
会
」
を
開
催
し
、
障
が
い
者
が
い
き
い
き

　
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

　
す
。

　
地
域
経
済
や
県
際
に
位
置
す
る
ま
ち
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
の
検
討
を
行

い
、「
伊
佐
市
な
ら
で
は
の
教
育
」
を
進
め
て
、

伊
佐
市
の
未
来
を
考
え
、
行
動
す
る
人
材
の

○
流
行
性
感
染
症
の
予
防
対
策
、
予
防
接
種

　
の
接
種
率
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
新
た
に

　
肺
炎
球
菌
・
水
疱
瘡
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

　
係
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
に
、
県
立

　
北
薩
病
院
や
市
医
師
会
、
消
防
組
合
等
と

　
連
携
し
、
県
立
北
薩
病
院
の
医
師
確
保
に

　
係
る
取
組
み
や
、
救
急
搬
送
の
体
制
整
備

　
を
広
域
的
に
進
め
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
健
全
運
営
に

　
取
り
組
み
ま
す
。

○
高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
支
援

❖
地
域
で
の
声
か
け
活
動
や
見
守
り
強
化
な

　
ど
を
進
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の

　
大
幅
な
拡
充
等
に
よ
る
生
活
支
援
や
老
人

　
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

　
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

❖
介
護
予
防
を
支
え
る
人
材
・
組
織
づ
く
り

　
と
活
動
支
援
や
介
護
予
防
が
必
要
な
高
齢

　
者
の
把
握
を
踏
ま
え
た
予
防
事
業
を
行
い
、

　
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
よ
る
い
き
い
き
と

　
し
た
高
齢
者
の
暮
ら
し
づ
く
り
を
め
ざ
し

　
ま
す
。

行政サービスの質の向上と健全な財政運営に立った 「安心と希望」 のまちづくり 

　
　
　「
地
域
と
学
び
未
来
に

　
　
　
生
か
す
人
づ
く
り
」

政策Ⅴ



 

「
安
心
と
希
望
」
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雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ     

宮
沢
賢
治

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ヌ

丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ

慾
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ヅ
カ
ニ
ワ
ラ
ツ
テ
ヰ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ヨ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ

ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
陰
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋
ニ
ヰ
テ

○
平
成
25
年
度
に
お
い
て
表
明
し
た
県
総
合

　
体
育
館
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て
も
伊
佐
市

　
の
優
位
性
や
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

　
多
様
な
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
施
政
方
針
は
、「
市
民
の
幸
せ
」
を
実
現

す
る
た
め
の
信
念
で
あ
り
、
計
画
と
行
動
に

よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
し
ま
す
。
ま
ず
私
自
身

が
学
び
行
動
し
、
市
民
の
信
頼
を
得
て
、
職

員
が
資
質
を
あ
げ
な
が
ら
「
市
民
の
幸
せ
」

の
た
め
に
働
く
こ
と
で
す
。
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
民
間
人
に
よ
る
職
員
研
修
や
講

演
に
よ
る
学
び
な
ど
で
、
職
員
の
仕
事
に
対

す
る
意
識
は
さ
ら
に
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
年
度
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
研
修

を
行
い
ま
す
。「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
？
」

「
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
！
」
を
常
に

信
条
と
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
を
設
立
さ
れ
た
松
下
幸
之

助
氏
は
、「
商
品
が
売
れ
る
か
ど
う
か
は
重

大
な
問
題
だ
け
ど
、
売
れ
る
か
ど
う
か
は
儲

か
る
こ
と
と
は
違
う
。
役
に
立
つ
か
立
た
な

い
か
で
あ
る
。
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
が
、
役

に
立
た
な
け
れ
ば
悲
し
い
。」
と
い
う
言
葉

を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
は
ま
さ
に
市

民
の
役
に
立
つ
施
策
を
展
開
し
、
役
に
立
つ

市
長
や
職
員
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
売

れ
る
・
儲
か
る
が
商
売
の
言
葉
な
ら
、
さ
し

ず
め
行
政
に
お
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」

の
向
上
と
健
全
な
財
政
運
営
と
い
う
言
葉
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
度
の
施
政
の
柱

と
し
て
10
年
後
、
20
年
後
の
行
政
運
営
を
考

え
る
上
で
の
基
礎
と
し
ま
す
。

　
施
策
は
知
識
で
や
る
も
の
で
は
な
く
、
知

恵
で
や
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
知
恵

は
知
識
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
十
分

な
知
識
に
熱
意
を
掛
け
算
し
て
、
さ
ら
に
経

験
を
加
え
て
出
て
く
る
の
が
知
恵
で
あ
る
と

松
下
幸
之
助
氏
は
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
知
恵
の
出
る
公
式
と
は
、｢

知
恵
＝
知

識
×
熱
意
＋
経
験｣
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
場
面
で
あ
ろ
う
と
、
素
直

な
反
省
と
改
革
の
痛
み
を
共
有
す
る
覚
悟
が

あ
れ
ば
必
ず
道
は
拓
け
ま
す
。

　
５
周
年
を
通
過
点
と
し
、
未
来
へ
向
け
て

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
創
造
の
た
め
に
平
成
26

年
度
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
ふ

る
さ
と
」
と
い
う
概
念
は
近
・
現
代
に
お
い

て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
石
川
啄
木
の
文
学
に
ル
ー
ツ
を
探
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。『
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
ひ

て
い
ふ
こ
と
な
し
　
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り

が
た
き
か
な
』、『
ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
つ
か

し
停
車
場
の
　
人
ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に

ゆ
く
』
は
そ
の
代
表
作
と
も
言
え
ま
す
。
宮

沢
賢
治
は
私
や
職
員
が
市
民
の
た
め
に
働
く

意
味
を
、
わ
か
り
や
す
く
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
・
・
・
」
の
詩
と
し
て
残
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し

て
市
職
員
が
平
成
26
年
度
も
宮
城
県
南
三
陸

町
で
働
き
ま
す
。
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
創
造

は
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
創
造
で
も
あ

り
ま
す
。

　
最
後
に
宮
沢
賢
治
の
有
名
な
詩
を
紹
介
し

て
私
の
施
政
方
針
並
び
に
行
政
の
基
本
姿
勢

と
し
ま
す
。

特集　平成 26 年度　施政方針 

　
　
結
び
に

東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ツ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ

行
ツ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ

南
ニ
死
ニ
ソ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ

行
ツ
テ
コ
ワ
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
ヽ
ト
イ
ヒ

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ヨ
ウ
ガ
ア
レ
バ

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
ヒ

ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ウ
ト
ヨ
バ
レ

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

ソ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
　
ナ
リ
タ
イ
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問い合わせ先　健康長寿課高齢福祉係　☎�１３１１

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎�４１１３

４月からデータ放送が新しくなりました！
　伊佐市では、ＭＢＣテレビのデータ放送で
お知らせを 24 時間放送しています。
　使い方は、次のとおりとても簡単です。

　４月からＭＢＣデータ放送の「自治体情報」が新しくなり、各
市町村からのイベント情報などが簡単に見ることができるように
なりました。天気やニュースも、いつでもチェックできます。

　天気などの生活情報、防災情報、桜島噴火情報などを携帯
電話やパソコンのメールで、毎日お届けするサービス「ふる
ぷりネット」でも、データ放送に掲載され
た市からの最新情報をお届けしています。
登録は無料です。

　　　　　　「ふるぷりネット」で検索か、
　　　　　　　　　こちらからどうぞ

便利な情報お届けサービス「ふるぷりネット」の登録もどうぞ！

TV

１

２

ＭＢＣテレビのチャンネルに合わせる。

リモコンのｄボタン　　　　　　を押す。（データ放送）

ピッ

市からのお知らせやイベント情報がいつでもテレビで見られる「ｄ」ボタンをピッ！

 サービス名 対象者 内容 利用者の負担 手続き

生活支援
サービス

 65 歳以上の要介護認定を受
 けていない高齢者で、病中
 病後など一時的に支援を必
 要とする人

 家事・買い物などの
 生活支援サービス費
 用の一部を助成

1 時間当たり
100 円  健康長寿課

 （大口庁舎）
 
 健康長寿課分室
 （菱刈庁舎）

 必要な物
 ・印鑑

緊急医療
情報キット

 ・災害時要援護者台帳登録者
 ・ひとり暮らしの 65 歳以上
    の高齢者
 ・65 歳以上の高齢者のみの
    世帯に属する人

 情報シートにかかり
 つけ医療機関・持病
 や服薬などの情報を
 記入して自宅の冷蔵
 庫に保管し、救急や
 災害時に、救急隊等
 に医療情報を提供す
 る

無料

日帰り入浴
サービス

 市内の 60 歳以上の高齢者
 で老人クラブ連合会所属の
 会員または任意団体

 介護予防の一環で、
 まごし館において給
 食や入浴などのサー
 ビス提供

1 回当たり
1 人 1,000 円

 伊佐市社会福祉協
 議会へ団体ごとに
 申し込み
 （☎� 4120）

高齢者給食
サービス

 65 歳以上の高齢者のみの世
 帯及び身体障がい者

 月曜日から土曜日ま
 で昼食や夕食の提供

1 食当たり
650 円

 伊佐市社会福祉協
 議会へ申し込み
 大口地区 ☎� 0011
 菱刈地区 ☎� 4120

伊佐市高齢者福祉サービス の お知らせ
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　次のような高齢者サービスを実施しています。希望する人は早めに申請して
ください。（家族の人や代理の人でも申請できます。）自分で申請ができない人
は、民生委員・自治会長・福祉協力員にご相談ください。

伊佐市高齢者福祉サービス の お知らせ

  サービス名 対象者 内容 利用者の負担 手続き

福祉タクシー
利用券

 平成 26 年度中に 75 歳以上
 になる高齢者
 身体障害者手帳（  　1・2級 ）
 療育手帳
 精神障害者福祉手帳

 通院と買い物のため
 に利用できる１枚
 500 円のタクシー利
 用券を年 24 枚発行
 （１回に３枚まで使用可）

 健康長寿課
 （大口庁舎）

 健康長寿課分室
 （菱刈庁舎）

 必要な物
 ・印鑑
 ・該当する手帳等
 ・免許証や保険証
　など受給者の身
    分を証明できる
    もの

はり・きゅう
施術助成

 平成 26 年度中に 70 歳以上
 になる高齢者で、医療給付
 の対象とならない「はり・
 きゅう施術」を受ける人

 1 枚 500 円の受診券
 を年 20 枚発行

総合保健福祉
センター

（まごし館）
利用証

 70 歳以上の高齢者
 身体障害者手帳
 療育手帳
 精神障害者福祉手帳

 まごし館の温泉浴室
 等の使用料の減額

1 回当たり
150 円

寝具乾燥
サービス

 在宅の 65 歳以上の寝たきり
 高齢者及び身体障害者手帳
 （1・2 級）所持者

 寝具類（掛布団、敷
 布団、毛布）の洗濯・
 乾燥（年 3 回まで）

1 回当たり
660 円

理髪サービス  在宅の 65 歳以上の寝たきり
 高齢者

 理髪業者が居宅にお
 いて理髪を行います
 （年 4 回まで）

1 回当たり
400 円

長寿祝金支給
 ４月１日から翌年の 3 月末
 日までに、88 歳、100 歳に
 なる人

 ・1 万円と記念写真
   （88 歳）
 ・8 万円（100 歳）

－  市から支給対象者
 へ通知

老人介護手当
支給

 65 歳以上で要介護認定 4 以
 上の人を 6 か月以上同居ま
 たはこれに準ずる状態で介
 護している介護者

 支給決定した翌月分
 から対象となる月に
 1 万円を助成する
 （３月と 9 月に分けて支給）

－

 健康長寿課
 （大口庁舎）

 健康長寿課分室
 （菱刈庁舎）

 必要な物
 ・印鑑

 

◁緊急通報装置は、
    協力者（  2人 以上）
    の同意書も必要

日常生活用具
給付

 65 歳以上であって、心身機
 能の低下に伴い防火等の配
 慮が必要なひとり暮らしの
 高齢者等

 自動消火器の設置
 経費の助成

 利用者の世帯の所
 得税額による区分
 に応じて決定しま
 す

日常生活用具
貸付

 おおむね 65 歳以上であって、
 心身機能の低下に伴い身体
 介護が必要な寝たきり高齢
 者等（介護認定者を除く）

 電動ベッドの貸付 無料

徘徊高齢者
対策

 徘徊のみられる認知症高齢
 者またはその高齢者を介護
 している家族等

 徘徊探知機の機器購
 入等に要する初期費
 用を助成
 （上限 1 万円）

 助成額（上限 1 万
 円）を超える額

緊急通報装置
設置

 65 歳以上の高齢者のみの世
 帯及び身体障がい者のみの
 世帯

 自宅の電話に通報装
 置を設置し、協力者
 へ緊急時に連絡でき
 る体制を作る

 使用電話回線の基
 本料金及び通話料
 ・破損修理代金
 ※設置については
 　市で行います。

タクシー利用券が
１回の乗車につき３枚
まで利用できるよう
になりました。

｝所持者

｝所持者

 タクシー料金から
 助成額を差し引い
 た額

 １回当たり 500 円
 の助成額を差し引
 いた額
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平成26年度　伊佐市「ふれあい講座」受講生募集

みんなで楽しく
ふれあいましょう！

申込期間　４月８日（火）～５月 25 日（日）※定員になり次第締め切ります。

受 講 料　○ 12 回講座　2,500 円　　○６回・特別講座　1,500 円
　　　　　※別途教材費が必要な講座もあります。　
申込方法　大口ふれあいセンターに備え付けの「伊佐市ふれあい講座申込書」に必要事項を
　　　　　記入し、受講料を添えて、大口ふれあいセンター１階窓口に申込みください。
受講決定　ハガキによる決定通知
開 講　各講座毎に開講
問い合わせ先　社会教育課社会教育係　☎�１３１１

※４月 20 日までは、その講座を初めて受講する人のみを受け付けます。ただし、４月 21 日現在で定
　員に満たない講座は、１回受講したことがある人に限り受け付けます。
※３講座まで申し込みできます。
※シニアいきいき教室（高齢者教室）については、この限りではありません。

☆受講場所は、大口ふれあいセンターを中心に開設しますが、学習日、時間、場所、定員は変更にな
　る場合がありますのでご了承ください。

補助対象者　６次産業化に取り組む個人・団体
補助対象経費　６次産業化に必要な備品購入費や修繕料など
補助額及び補助率　上限 100 万円、補助対象経費の２分の１以内  
申込期限（第１回）４月 30 日（水）

 
 伊佐市では、６次産業化を推進し、農林水産資源の高付加価値化を促進するとともに農
林水産業の振興や地域経済の活性化を図るため６次産業化に取り組む個人・団体を支援し
ます。 
「補助対象経費等」 

６次産業化に必要な備品購入費・修繕料などで、上限を１００万円とし、補助対象経費
の２分の１以内を助成します。 
※今年度の第１回目の申込期限を４月３０日（水）までとしますので、詳しく知りたい方
は市農政課までお問い合わせ下さい。 
お問い合わせ先 
市農政課農政第一係 電話２３－１３１１（内線２２４６） 

農林水産業の６次産業化  を支援します

農林水産資源の高付加価値化を促進し、地域経済の活性化を図るために

問い合わせ先　農政課農政第１係　☎�１３１１
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番号 講座名 学習内容（講師） 学習日 時　間 定員

１ 楽しい絵画教室      デッサンから作品制作まで楽しく描きま
   しょう。（林宏子） 第 1・3 土曜 10:00 ～ 12:00 15

２ 絵手紙入門    葉書に四季の草花を描いて大切な人に送
   りませんか。（松下竹二郎） 第 1・3 水曜     9:00 ～ 11:00 15

３ パンフラワー    パン粘土で花を作って、お家に飾ってみ
   ませんか。（栗野典子） 第 2・4 水曜 19:30 ～ 21:30 15

４ 手編み教室    一本の毛糸から好きなものを作り上げて
   ゆく楽しみを。（濱木奈奈美） 第 1・3 火曜 19:30 ～ 21:30 15

５ 古布創作    タンスの中の着物等を再生、自分に合う
   ものを創作しましょう。（藏内順子） 第 2・4 火曜 19:00 ～ 21:00 15

６ 焼き物教室    焼き物入門、初めての人チャレンジしま
   せんか。（河野眞智子） 第 2・4 土曜 13:00 ～ 16:00 15

７ やさしい
ピラティス

     簡単な運動を行い、筋肉のバランスを整
   えて均整のとれた体を。（大藪良子） 第 2・4 火曜 19:00 ～ 21:00 25

８ エッセイ教室    日々の出来事などを文章にしてみません
   か。（田ノ上淑子） 第 2・4 土曜 19:00 ～ 21:00 15

９ 伊佐ふるさと
探訪

    伊佐の歴史と現代の施設を学びながら、
   ふるさと発見！ （原田純一） 第 2・4 金曜 13:00 ～ 16:00 20

10 なごやか
市民教室

   老若男女問わず、身の回りのことや趣味
   的なことを楽しく学びましょう！
   （社会教育課）

第 1・3 金曜     9:30 ～ 11:30 20

11 シニア
いきいき教室

   65 歳以上対象、多種多様な講座と学習交
   流を行います。（社会教育課） 第 2・4 水曜     9:30 ～ 11:00 50

12 使える英会話    自己紹介や、簡単な道案内など初心者の
   ための英会話教室です。（井ノ上千秋） 第 1・3 金曜 19:00 ～ 21:00 20

ふれあい講座（12 回）　期間：６月～ 11 月　

ふれあい講座（６回）　期間：６月～ 11 月
番号 講座名 学習内容（講師） 学習日 時　間 定員

13 やさしい
アロマテラピー

    アロマの基礎を学んで生活に癒しと楽し
   みを加えてみませんか。（中村好江） 第１火曜 19:00 ～ 21:00 15

14 俳句入門     五・七・五による言葉の調べにより心の中の
   情景を広げる俳句を学びましょう。（清水恒） 第１土曜 13:00 ～ 16:00 15

15 伊佐の遺跡に
学ぶ

   県の考古学発祥の地「伊佐の遺跡」をい
   っしょに学びませんか。（新東晃一） 第１水曜 14:00 ～ 16:00 25

16 デジタルカメラ
入門

   操作方法から撮影のコツまで楽しく学び
   ませんか。＜デジカメ持参＞（小林幸雄） 第３土曜 19:00 ～ 21:00 20

17 男性のための
料理教室

   おいしい料理を作りませんか。土曜のラ
   ンチをいっしょに作りましょう。 
   （食生活改善推進委員会）

第２土曜 10:00 ～ 12:00 15

18 はじめてのヨガ    ヨガをはじめてみませんか。心も身体も
   リフレッシュ。（土生さとみ） 第１日曜 10:00 ～ 12:00 25

19 かろやかに
社交ダンス

   初心者のための社交ダンスです。基本の
   ステップからはじめましょう。（前田浩） 第２土曜 19:00 ～ 21:00 20

平成26年度  
伊佐市「ふれあい講座」受講生募集

特別講座（５回）　期間：６月～ 11 月（ふれあい講座と重複受講可）
番号 講座名 学習内容（講師） 学習日 時　間 定員

20 海音寺文学に
親しもう

   海音寺潮五郎の作品にふれてみませんか。
   （鹿児島純心女子大学 古閑 章教授） 第４土曜 14:00 ～ 15:30 30



   瓜之峰公民館    9:15 ～       9:25    下手風呂元・田上さん宅前 13:10 ～ 13:15
   本城地区集会施設   9:35 ～     9:45    下手上多目的集会施設 13:25 ～ 13:35
   青木元上・鹿北製油工場跡前   9:55 ～ 10:00    下手浜場停留所前 13:45 ～ 13:50
   青木元地区教育集会所 10:10 ～ 10:20    下手須川・ごみ収集所横 14:00 ～ 14:05
   場ノ木集会施設 10:30 ～ 10:35    下手下集会施設 14:15 ～ 14:20
   比良地区集会施設 10:45 ～ 10:50    下荒田公民館 14:30 ～ 14:40
   本城町・覚誓寺前 11:00 ～ 11:05    大峰・ごみ収集所横 14:45 ～ 14:50
   荒田地区集会施設 11:15 ～ 11:20    市役所（菱刈庁舎）東側車庫前 15:00 ～ 15:10

５／14
水曜日
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   金波田・岩城さん宅前   9:10 ～     9:20    八代公民館 13:10 ～ 13:25
   金波田公民館   9:25 ～     9:35    宮人公民館 13:35 ～ 13:50
   堂崎公民館   9:40 ～     9:50    馬渡公民館 14:00 ～ 14:05
   羽月鉄道記念公園前   9:55 ～ 10:15    羽月田代公民館 14:20 ～ 14:25
   髙津原・土師さん宅前 10:20 ～ 10:25    辺母木公民館 14:35 ～ 14:45
   湯ノ谷・本石さん宅前 10:35 ～ 10:45    羽月西青少年センター 14:55 ～ 15:05
   下殿公民館前 11:00 ～ 11:10    川岩瀬公民館 15:15 ～ 15:25
   下ノ木場精米所前 11:20 ～ 11:30

   楠本集会施設    9:20 ～     9:30    川南・農協川南出張所跡前 13:25 ～ 13:30
   新拓集落センター    9:40 ～     9:45    町舟津田上集会所 13:40 ～ 13:45
   新川集落センター    9:55 ～ 10:00    築地・若宮神社前 13:55 ～ 14:00
   五色・内田さん宅前 10:10 ～ 10:15    築地集会施設 14:10 ～ 14:15
   麓後・梶川さん宅前 10:35 ～ 10:40    共進地区教育集会所 14:25 ～ 14:30
   本町公民館 10:50 ～ 10:55    共進納骨堂前 14:40 ～ 14:45
   下名集会施設 11:05 ～ 11:15    前目上・杉本さん宅前 14:55 ～ 15:00
   停車場青少年会館 11:25 ～ 11:30    前目公民館 15:10 ～ 15:20
   荒瀬多目的集会施設 13:10 ～ 13:15

   重留南集落センター    9:15 ～      9:20    徳辺上集落センター 11:30 ～ 11:40
   田中下・小山商店横   9:30 ～     9:35    花北下・中間商店前 13:10 ～ 13:15
   田中中・北山商店前   9:45 ～     9:50    花北営農研修センター 13:25 ～ 13:35
   田中・南方神社 10:00 ～ 10:05    薬師神社鳥居前 13:45 ～ 13:55
   田中上集会施設 10:15 ～ 10:20    下市山集会施設 14:05 ～ 14:10
   徳辺下集落センター 10:30 ～ 10:35    上市山・岡山さん宅前三叉路 14:20 ～ 14:25
   徳辺・上原さん宅前 10:45 ～ 10:50    東市山集会施設 14:35 ～ 14:40
   姫宮神社前 11:00 ～ 11:05    上市山集会施設 14:50 ～ 14:55
   小路・鮫島さん宅前 11:15 ～ 11:20    北部集会所跡 15:05 ～ 15:15

   城下公民館    9:10 ～      9:20    深川公民館 11:40 ～ 11:45
   北さつま農協曽木支所   9:25 ～      9:45    川西公民館 13:15 ～ 13:25
   山城入口前   9:55 ～ 10:00    針牟田公民館 13:30 ～ 13:45
   荻原・古城さん宅横 10:05 ～ 10:10    西方公民館 14:00 ～ 14:10
   田原公民館 10:20 ～ 10:25    西太良田代公民館 14:20 ～ 14:30
   北さつま農協針持支所 10:35 ～ 10:50    釘野々・上園さん宅前 14:40 ～ 14:45
   土瀬戸消防詰所 10:55 ～ 11:05    高塚公民館 14:55 ～ 15:00
   西太良地区コミュニティセンター 11:15 ～ 11:30    堂山公民館 15:10 ～ 15:20

   小川添公民館   9:20 ～      9:25    川北麓集会施設 13:25 ～ 13:30
   小川添野池・野池橋横   9:35 ～      9:40    湯之元・市営公衆浴場横 13:35 ～ 13:40
   永池鉱泉前   9:55 ～ 10:00    小原松山集会施設 13:50 ～ 13:55
   柳野三叉路 10:10 ～ 10:15    猶原集会施設 14:05 ～ 14:10
   楠原集会施設 10:25 ～ 10:30    平沢津公民館 14:20 ～ 14:25
   岩坪・納骨堂前 10:45 ～ 10:50    小原松山・園田さん宅前 14:40 ～ 14:45
   岩戸橋横 11:00 ～ 11:10    山田地区集会施設 14:55 ～ 15:00
   岩坪・緒方さん宅前 11:15 ～ 11:25    大山口・松下さん宅前 15:10 ～ 15:15
   本城宇都集会施設 11:35 ～ 11:40    山田・ひまわり館 15:25 ～ 15:30
   山下・鵜泊青少年会館 13:10 ～ 13:20

狂犬病予防注射日程表

４／21
月曜日

５／７
水曜日

５／９
金曜日

５／12
月曜日

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎�１０６０

狂犬病予防注射&畜犬登録をお願いします

４／23
水曜日
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狂犬病予防注射日程表
   永尾公民館   9:10 ～       9:20    篠原公民館 13:10 ～ 13:30
   北さつま農協目丸出張所跡    9:25 ～     9:45    山ノ口・川崎商店前 13:40 ～ 13:50
   北さつま農協東支所    9:55 ～ 10:10    北さつま農協木ノ氏出張所跡 14:00 ～ 14:25
   上青木東・中島修さん宅前 10:20 ～ 10:25    一ノ渡瀬牛尾入口三叉路 14:30 ～ 14:35
   中山・城さん宅前 10:35 ～ 10:40    笹野・長尾さん宅前 14:40 ～ 14:45
   新青木・木ノ下商店前 10:50 ～ 11:00    奈良野公民館 14:55 ～ 15:05
   上青木中公民館前 11:05 ～ 11:15    永野原・福吉理髪店前 15:10 ～ 15:15
   松ノ口三叉路 11:25 ～ 11:35    牛尾消防詰所前 15:25 ～ 15:35

   大口中学校正門入口   9:10 ～     9:25    浜里公民館 13:50 ～ 13:55
   水ノ手公民館   9:35 ～     9:50    木崎・大岩さん宅前 14:00 ～ 14:10
   原田公民館 10:00 ～ 10:10    木崎公民館入口 14:15 ～ 14:20
   小水流・あたご店前 10:20 ～ 11:00    旧焼酎資料館前 14:30 ～ 14:50
   北薩森林管理署前市役所車庫 11:10 ～ 11:20    高柳公民館 15:00 ～ 15:05
   仲町公民館前 11:30 ～ 11:40    大田公民館 15:10 ～ 15:20
   中央公民館跡 13:20 ～ 13:40

   春村公民館三叉路   9:20 ～     9:35    中村林産前 13:10 ～ 13:15
   小木原東諏訪神社   9:45 ～ 10:00    小川内公民館 13:25 ～ 13:35
   小木原上公民館 10:10 ～ 10:20    五女木公民館 13:55 ～ 14:00
   停車場公民館（駅跡公園） 10:30 ～ 10:50    山野西小学校前 14:15 ～ 14:20
   山野中学校体育館横 11:00 ～ 11:10    猩々公民館 14:50 ～ 14:55
   尾之上公民館 11:20 ～ 11:30    井立田ポンプ室前 15:00 ～ 15:05

   山野基幹集落センター    9:20 ～      9:40    平原・下村橋横 13:10 ～ 13:25
   石井・旧小泉商店前   9:50 ～ 10:05    渕辺・谷川政昭さん宅横 13:35 ～ 13:45
   中村橋三叉路 10:10 ～ 10:20    北さつま農協平出水支所 13:55 ～ 14:15
   石井公民館 10:25 ～ 10:40    平出水上公民館 14:30 ～ 14:40
   木地山橋横 10:55 ～ 11:00    日東公民館 14:55 ～ 15:00
   旧布計駅前 11:15 ～ 11:20

   園田・梅木田商店前   9:10 ～    9:20    萩谷神社前 11:35 ～ 11:40
   鳥巣上公民館   9:30 ～    9:45    北さつま農協白木倉庫 13:20 ～ 13:30
   冨士福祉館   9:55 ～ 10:05    白木地区集会施設 13:35 ～ 13:45
   大島北公民館 10:15 ～ 10:25    富ヶ丘公民館 14:00 ～ 14:05
   大島南公民館 10:35 ～ 10:50    羽山公民館 14:20 ～ 14:25
   羽月地区公民館 10:55 ～ 11:15    白木・久野さん宅入口 14:35 ～ 14:40
   須原・馬頭観音様前 11:25 ～ 11:30    羽月山之神公民館 14:55 ～ 15:00

４／14
月曜日

４／11
金曜日

４／９
水曜日

４／16
水曜日

４／18
金曜日

　犬は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が法律で
義務づけられています。毎年必ず接種させましょう。

狂犬病予防注射に要する費用

　　　　生後 91 日以上の犬
　　　　※家の中で飼われている犬も対象
対象犬

　　 畜犬登録料
（生涯１回） 注射代 注射済票

交付手数料 計

未登録犬 　3,000 円 　2,850 円 　　550 円 　6,400 円

登録済犬 ― 　2,850 円 　　550 円 　3,400 円

狂犬病予防注射&畜犬登録
をお願いします

しっかり捕ま
えられる人と
一緒に来てね。

できるだけ、
おつりのない
ようにお願い
しま～す。

※４月１日からの消費税率引き上げに伴い、狂犬病予防注射の料金も
　変更しています。
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行政からのお知らせ

対 象 者　平成 26 年４月１日までに 70 歳の誕生日を迎えた人
　　　　　（誕生日が昭和 19 年４月１日までの人）
注　　意　一定の所得がある人は、これまでどおり３割負担です。
　　　　　なお、窓口負担には毎月上限額が定められていますが、この上限額も変わりません。
　　　　　※平成 26 年３月２日～４月１日に 70 歳の誕生日を迎えた人は、69 歳までと
　　　　　　比べて上限額が下がります。　

対 象 者　平成 26 年４月２日以降に 70 歳の誕生日を迎える人
　　　　　（誕生日が昭和 19 年４月２日以降の人）
２割となる時期　70 歳の誕生月の翌月から（ただし、各月１日が誕生日の人はその月）

（例）平成 26 年４月２日～５月１日に 70 歳の誕生日を迎える人は、５月の診療から２割負担になり
　　  ます。
注　　意　一定の所得がある人は、これまでどおり３割負担です。
　　　　　なお、窓口負担には毎月上限額が定められていますが、70 歳から２割負担となる人は、　
　　　　　69 歳までと比べて上限額が下がります。　

　70 歳から 74 歳の人の窓口負担は法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担とさ 
れていました。平成 26 年度から、より公平な仕組みとするために２割負担に見直されることとなり
ました。　

　平成 26 年４月以降も、引き続き特例措置の対象になります。　

問い合わせ先　市民課健康保険係　☎�１３１１

国保から制度改正のお知らせ
平成 26 年４月２日以降に 70 歳の誕生日を迎える人

平成 26 年４月１日までに 70 歳の誕生日を迎えた人

70 歳の誕生月の翌月から医療費の

（ただし、各月１日が誕生日の人はその月から２割になります）
窓口負担が　割になります２

人権に関する悩みごとや相談はありませんか
　次の日程で特設人権相談所を開設します。相談は無料で秘密は守られます。
安心して利用してください。
※大口地区の相談会場は、大口ふれあいセンターから大口元気こころ館に
　変更になりました。
４月の特設人権相談日程
▽ 4 月    8 日（火）10 時～ 15 時　会場：大口元気こころ館
▽ 4 月 22 日（火）10 時～ 15 時　会場：まごし館（菱刈総合保健福祉センター）
問い合わせ先　市民課人権啓発・市民相談係　☎�１３１１

ご理解をお願いします

平成 26 年４月以降も医療費の

（平成 26年３月２日～４月１日に 70 歳の誕生日を迎えた人は、３割から１割になります）
窓口負担は　割のまま変わりません１
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ISA City Topics

ま ち
の 話 題

　本市出身で漫画家の井上雄彦氏が伊勢神宮
式年遷宮を記念して奉納する墨絵「承」をは
じめ、書籍『承　井上雄彦　pepita2』（日経
BP 社発行）の制作時に描いたスケッチ等を
公開した特別展が２月 22 日から３月２日ま
で、大口ふれあいセンターで開催されました。
　来場者の中には遠く茨城からお越しの人な
ど、伊佐を初めて訪れたという人も多くいら
っしゃいました。 
　式年遷宮という 20 年に一度の壮大な祭り
と偉大な井上さんの作品を同時に体感するこ
とができた特別展は、継承されていく伝統や
文化に深く触れる貴重な体験となりました。

開催９日間の来場者数 
１１，６８０人！

　富ケ丘自治会すずらん同好会は、長年にわ
たり「スズラン」を守り育てる活動に積極的
に取り組み、地域のイメージアップと交流人
口の増加に大きく貢献したことが認められ、

「姶良・伊佐地域振興局長表彰」を受けられ
ました。
　「スズラン」の見ごろは例年５月上旬で、
４月下旬には地域イベントも予定されていま
す。

ボランティア表彰

　伊佐市内の小学生女子バレーボールチームに所属
する６年生で構成した「ISA クイーン」と「い～さ
キング（ジュニア）」が、３月８・９日に指宿市で
開催された県地区選抜大会に出場しました。
  両チームとも伊佐地区代表としての誇りを胸に、
日頃の練習の成果を十分に発揮し、「ISA クイーン」
が見事、29 チームの頂点に輝きました。

第６回 鹿児島地区選抜
小学生女子バレーボール

菜の花大会 「優勝」
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　伊佐市は 2 月 24 日、地方自治体の情報シ
ステムを外部のデータセンターに移し、ネッ
トワークを通してシステムを利用する「自治
体クラウド」を県内 19 市で初めて稼働しま
した。
　導入したのは住民記録や印鑑登録、住民税
など 23 業務です。
　経費の削減や情報セキュリテイの強化、大
規模災害によるデータ消失のリスク軽減など、
さまざまな効果が期待されます。

県内 19 市初！
「自治体クラウド」導入

　2 月 21 日～ 23 日、かごしま県民交流セ
ンターにおいて、かごしまデザインフェア
2014「デザイン百覧会」が開催されました。
　県内のデザイナー、クリエイター、デザイ
ンに関心の高い企業など 73 のブースに多様
な視点で展示がありました。
　伊佐市からは市内の桜や伊佐市の指定ごみ
袋を紹介し、特に桜柄のゴミ袋を満開の桜に
見立てた迫力の展示は、圧巻の存在感で、第
三位に相当する奨励賞を受賞しました。
　また、市公認キャラクターイーサキングの
ブースではグッズなどの展示販売、伊佐市出
身の Quantize（クォンタイズ）のブースで
はアートとファッションが融合した服や小物
の展示販売がありました。

かごしまデザインフェア 2014

姶良伊佐地区社会福祉協議会
「災害時相互応援協定」締結

　３月 12 日、かごしま空港ホテルにおいて、
４市町 ( 霧島・姶良・伊佐・湧水）の社会福
祉協議会会長が協定書に調印しました。
　協定では、大規模な災害が発生した場合に、
救援活動を行うボランティアの調整や社会福
祉協議会の運営と機能を確保するために必要
な職員の派遣、資機材等の提供などの相互応
援を行うとしています。

　２月 23 日、伊佐市スポーツ推進委員会議
主催による軽スポーツ大会（校区コミュニテ
ィ対抗）が、伊佐市総合体育館等で行われま
した。
　成績は次のとおりです。
　○ミニバレーボールの部
　　第１位　羽月、第２位　平出水、
　　第３位　牛尾 ・ 田中
　○公式ワナゲの部
　　第１位　大口Ｂ、第２位　大口Ａ、
　　第３位　山野
　○スポーツ玉入れの部
　　第１位　羽月、第２位　平出水Ａ、
　　第３位　大口東

軽スポーツ大会
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　２月 22 日～ 23 日、かごしま県民交流セ
ンター屋外で 12 チームによる商店街グルメ
NO.1 決定戦がありました。
　伊佐市からは、地域おこし団体伊佐みり
ょく研究所の「THE・手羽キング」が出場。
鶏肉と豚肉を混ぜ合わせた挽肉に、伊佐市特
産のネギとサツマイモを混ぜ合わせた鹿児島
の郷土料理「さつま揚げ」を山の幸で表現し
た究極の創作グルメを 2 日間で 2,000 食販売
しました。昨年 11 月から県内各地で地方大
会があり、今回の本大会と合わせ、食べた人
の投票で順位を競いました。

Show- 1 グルメグランプリ

　 2 月 25 日、田中小学校 6 年生 18 人を対
象に行政相談出前教室が開催されました。
　総務省鹿児島行政評価事務所の主催で小学
生に行政（行政相談）の果たす役割を理解し
てもらい行政に関心を持ってもらうことを目
的としたもので、行政相談制度や日常生活と
行政とのかかわりの説明、身近な相談事例の
紹介、行政相談クイズなどがありました。伊
佐市の行政相談員の向江知恵子さん（南浦）
と小椎八重猛さん（重留）も出前教室を手伝
い、相談事例が解決するまでを分かりやすく
説明しました。

　３月４日、大口東小学校に鹿児島工業高等専門
学校のメカトロニクス研究部の学生 15 人が訪れ、
ロボットの出前授業を行いました。
　メカトロニクス研究部には、大口東小学校の卒
業生の溝辺樹くん（機械工学科 3 年）が在籍して
おり、「小学生の時にロボットを作りたいという
夢を持っていました。皆さんも夢を持ってそれに
向かって頑張ってください。」とあいさつしました。
　児童たちは目を輝かせ、学生が作ったロボット
を夢中になって操作していました。

行政相談出前教室

「ぼくらの学校にロボットが来た！」

　３月 9 日に開催された大口ロータリークラブ主
催の「伊佐チャリティ音楽祭」には、約 500 人の
来場があり、92,952 円の募金が集まりました。
　集まった募金は、東日本大震災で両親を失った
宮城県の震災孤児を支援する NPO 法人「JETO
みやぎ」に全額寄付しました。
　多くの皆さまのご協力、誠にありがとうござい
ました。

ご協力ありがとうございました



ISA City Public Relations  2014.04.01　　16

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１

１
１
０
番
だ
よ
り

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新

１
年
生
の
帽
子
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

の
「
黄
色
」
は
、目
立
つ
こ
と
か
ら
「
身

を
守
る
た
め
の
色
」
と
し
て
定
番
に
な

り
、ま
た
映
画
な
ど
で
は
「
幸
福
の
色
」

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
１
年
生
を
「
地
域
で
温
か
く
見

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い

と
同
様
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、

よ
り
良
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
こ
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
情
報
欄
を

「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
と
称
し
て
連
載
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
で
す
。
聞
い
た
だ
け
で
「
難
し

そ
う
」、「
私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
案
外
身
近
に
あ
る
と
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　「
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
こ
う
す
べ

き
」
と
い
っ
た
性
別
で
固
定
的
に
役
割

を
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
、
男
性

が
家
庭
や
地
域
で
の
生
活
を
楽
し
む
こ

と
や
、
女
性
が
社
会
参
加
の
意
欲
を
持

ち
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
大
事

に
し
て
、
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
、
こ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社

会
で
す
。
性
別
で
固
定
的
に
役
割
を
き

め
つ
け
て
し
ま
う
意
識
に
気
づ
き
、
こ

の
意
識
を
見
直
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
に
な
る
と
、
素
敵
で
す
ね
。

　「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
で
は
、
あ
な
た

の
取
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
４
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

「
黄
色
い
リ
ボ
ン
」
＆

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

「
２
０
１
４
セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
８
０
」

問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
鹿
児
島
　

～
交
通
安
全
コ
ン
テ
ス
ト
～

　
チ
ー
ム
全
員
が
１
８
０
日
間
、
無
事

故
無
違
反
を
達
成
し
た
場
合
は
、
達
成

チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、
国
内
外
旅

行
券
や
商
品
券
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

参
加
資
格

　
普
通
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
県
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

部
　
　
門

▽
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
部
門
　

　
　
１
チ
ー
ム
５
人

▽
熟
年
ド
ラ
イ
バ
ー
（
満
60
歳
以
上
）

　
部
門
　
　
　
　
　
　
１
チ
ー
ム
２
人

申
込
期
限
　
４
月
30
日
（
水
）

参
加
料
　
一
人
　
６
３
０
円

申
込
方
法

　
交
通
安
全
協
会
ま
た
は
警
察
署
、
各

交
番
・
駐
在
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
交

通
安
全
協
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
　
　

　
５
月
１
日
（
木
）
～
10
月
27
日
（
月
）

１
８
０
日
間

運動期間
　４月６日（日）～ 15 日（火）
交通事故死ゼロを目指す日
　４月 10 日（木）
スローガン　横断はしっかりよく
　　　　　見てたしかめて
最重点事項　子どもと高齢者の交
　　　　　通事故防止
重　　点　　
①早朝、夕暮れ時、夜間におけ
　る交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着
　用の徹底
④自転車の安全利用の推進
⑤交差点における交通事故防止

春の全国
交通安全運動



17　　広報いさ  2014.04.01

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１

※対象年齢は、平成 27 年４月１日現在の年齢（年度末年齢）です。
※平成 26 年度に 40・45・50・55・60・65・70 歳で一度も肝炎ウィルス検診を受けたこと
　がない人は無料です。

検診名 対象年齢等 内　　容 料　金

  肝炎ウイルス   40 歳以上の人   B 型、C 型肝炎ウイルス
  検査

  B 型 100 円 /C 型 500 円
  ※ただし、個別に勧め
  　る年齢の人は無料

  前立腺がん   40 歳以上の男性   前立腺特異抗原検査
  （PSA 検査）  　　　　　　　 500 円

  腹部超音波   40 歳以上の人   超音波による腹部検査 　　　　　　  1,200 円

  骨粗しょう症   40 歳以上の人   超音波による骨密度検査  　　　　　　　 500 円

  胃がん   40 歳以上の人   問診、胃部 X 線間接撮影
  （バリウム） 　　　　　　 1 ,200 円

　
昨
年
ま
で
「
特
定
健
診
」
と

「
長
寿
健
診
」
は
一
緒
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
待
ち
時
間

等
を
解
消
す
る
た
め
、
今
年
か

ら
次
の
よ
う
な
日
程
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
の
実
施
期
間
に
長

寿
健
診
対
象
の
人
が
来
て
も
受

診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
】

対
象
者   

　
40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者

実
施
日
程

▽
４
月
12
日（
土
）～
20
日（
日
）  

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

▽
４
月
21
日（
月
）～
24
日（
木
）  

　
ま
ご
し
館

受
付
時
間
　
７
時
～
９
時
30
分

※
受
診
料
は
無
料
で
す
。

※
受
診
券
は
４
月
上
旬
に
郵
送

　
し
ま
す
。

【
長
寿
健
診
】

対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者実
施
日
程

▽
６
月
20
日（    

金
）    

ま
ご
し
館

▽
６
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

受
付
時
間   

７
時
～
９
時
30
分

※
受
診
料
は
無
料
で
す
。

※
受
診
券
は
６
月
上
旬
に
郵
送

　
し
ま
す
。

◎
受
診
す
る
と
き
の
お
願
い

 

・
受
診
券
に
記
載
し
て
あ
る
指

　
定
さ
れ
た
受
診
日
に
で
き
る

　
だ
け
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
受
診
す
る
際
は
、
食
べ
物
、

　
飲
み
物
、
タ
バ
コ
等
は
一
切

　
摂
ら
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い

特定健診・長寿健診を受けましょう
あなたの健康状態を確認する大切な

特定・長寿健診と同時に受診できる検診
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 24

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

新じゃがいもの
ドーム

〈作り方〉　
①じゃがいも・えんどう豆は皮をむいて茹で、じゃ
　がいもは片栗粉を少々混ぜてつぶし、４等分に
　して丸める。
②合びき肉は炒めて砂糖・濃口醤油で味付けする。
③②をじゃがいもに入れてドーム型にし、片栗粉
　をまぶす。
④だし汁にＡを入れて火にかけ、ドーム型にした
　じゃがいもを入れて片栗粉でとろみをつける。
⑤④を器に入れ、えんどう豆をちらして汁をかけ
　る。

「さっぱりと春の香りを楽しむ」生
Vol.42

※
南
三
陸
町
企
画
課
　
新
納
誠
朗
　（
平
成
26
年
度
派
遣
継
続
）

〈材　料〉４人分
新じゃがいも　320g
合びき肉　　　60g
えんどう豆　　40 粒
だし汁　　　　400cc
砂糖　　　　　小さじ１
濃口醤油　　　少々

　砂糖　　　小さじ１
　料理酒　　小さじ１
　みりん　　小さじ２
　薄口醤油　大さじ１
片栗粉　　　大さじ２

じ
ゃ
が
い
も

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
宮
城
県

南
三
陸
町
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
南
三
陸
町
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
働
く
こ
と
を
第
一
に
、
南
三

陸
町
職
員
や
他
の
派
遣
職
員
の

方
々
の
助
力
と
な
れ
る
よ
う
精

一
杯
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
先
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
話

で
は
、
や
は
り
冬
の
期
間
が
伊

佐
よ
り
も
寒
く
長
い
と
聞
き
ま

す
。
毎
日
万
全
の
体
制
を
整
え

ら
れ
る
よ
う
体
調
に
は
十
分
注

意
し
、
不
慣
れ
な
土
地
で
の
業

務
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
送
り
出
し

て
い
た
だ
い
た
伊
佐
市
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
こ
の

経
験
を
還
元
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 大迫和央輝

南三陸町町民税務課

木ノ上勝志
南三陸町復興事業推進課

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
本
格
化
し
て
き
て
い

る
復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み
が

停
滞
す
る
こ
と
な
く
前
進
し
、

被
災
し
た
方
が
一
刻
も
早
く
以

前
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。
と
言
い
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
環
境
で
の
生
活
に
な
り

ま
す
の
で
、
多
少
不
安
で
は
あ

り
ま
す
が
一
日
で
も
早
く
対
応

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

震
災
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
今
、
被
災
地
に
お
い
て
復
興

に
携
わ
る
業
務
や
体
験
を
通
じ

て
、
復
興
の
現
状
や
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
伊
佐
市
の
皆
さ
ん

に
発
信
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ａ



日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【菱刈図書館が変わりました！】
　これまで手書きだった本の貸出しや
返却、また本の検索が、電算システム
の導入で早くなりました。利用者カー
ドも大口図書館と一本化され、どちら
の図書館でも利用できます。
　貸出期間は２週間、10 冊まで借り
られます。	

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　「あみだだだ　だあ
みだだ　このみちその
みち　どこへいく？」
わらべうたのように楽
しい谷川俊太郎のこと
ばと、元永定正（絵）
による色と線の世界が
ユニークなあみだの絵
本。

　日本橋本石町にある、
通称“やさぐれ長屋”に
は、さまざまな事情を抱
えた住人が集まっている。
一本気な職人、早々に出
戻った若い娘…。お互い、
お節介をやきながらも助
け合う長屋の人々の毎日
を描く。

あみだだだ　谷川俊太郎

（出版：福音館書店） （出版：講談社）

日本橋本石町やさぐれ長屋　宇江佐真理

【　児　童　】
パンやのろくちゃんげんきだね 長谷川義史
はなかっぱとひのかっぱ あきやまただし
ならんでるならんでる 鈴木まもる

【　一　般　】
約束の海 山崎豊子
小さな異邦人 連城三紀彦
そして、星の輝く夜がくる 真山仁

【イベント情報】
としょかんまつり					   
日　時　４月 19 日（土）10:00 ～ 11:00			
場　所　菱刈図書館			 
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」と一緒
　　　　に小学生も読み手になってのおはなし会。		
ふれあいメルヘンひろば
日　時　４月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

【古本市・雑誌リサイクル】※１人４冊まで
期　間　４月 19 日（土）～ 26 日（土）				  
場　所　菱刈図書館
日　時　４月 26 日（土）～５月６日（火）
場　所　大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー

○

【４月の図書館カレンダー】

○
○

４月 23 日は「子ども読書の日」

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！
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伊佐市からのお知らせ

仕
事
内
容
　

　
市
道
等
の
除
草
作
業
及
び
側
溝
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
作

業
・
市
道
の
支
障
木
の
伐
採

対
象
者
　

　
急
激
な
経
済
情
勢
の
変
動
に
よ
り
、
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
健
康
な
人

雇
用
期
間
　
６
月
２
日
～
11
月
28
日

雇
用
人
員
　
８
人

雇
用
条
件
　

　
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
未
満
の
人

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
原
則
月
曜
日
～
金
曜
日

賃
　
　
金
　
日
額
７
、
０
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
・
通

　
勤
手
当
あ
り

申
込
期
限
　
４
月
22
日
（
火
）

※
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

提
出
書
類
　
　

⑴
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
た
伊
佐
市
道
路
作

　
業
員
雇
用
願
用
紙

　
※
用
紙
は
、
建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）
及
び

　
　
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

⑵
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身
写
真
貼

　
付
）

⑶
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
免
許
証

伊
佐
市
臨
時
道
路
作
業
員
募
集

募
　
　
集

　
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
及
び
結
果
通
知
　
　

　
書
類
審
査
及
び
面
接
の
う
え
後
日
、
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係
（
菱
刈
庁

舎
）　
　
　
　   

　
　
　
　
　
☎
�
１
３
１
１

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
、地
域
住
民
の
視
点
か
ら
再
点
検
・

改
善
し
て
も
ら
う
こ
と
、
及
び
河
川
防
災
・

河
川
愛
護
等
の
普
及
啓
発
を
行
う
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
河
川
情
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
河
川
情
報
の
的
確
な
伝
達
を
推
進

し
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
よ
り
分
か
り
や
す
い

防
災
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
人
員
　
若
干
名

任
　
　
期
　
平
成
26
年
６
月
１
日
～

　
　
　
　
　
平
成
27
年
５
月
31
日

応
募
期
限
　
５
月
９
日
（
金
）

応
募
資
格

　
川
内
川
流
域
に
お
住
ま
い
で
、
水
防
団
員

（
消
防
団
員
）、
自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
・

関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民
団
体
に
携
わ
っ
て
い
る

人
ま
た
は
日
常
的
に
川
に
親
し
ん
で
い
る
20

歳
以
上
の
人

活
動
内
容

　
河
川
情
報
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
、

川
内
川
河
川
情
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

地
域
住
民
に
河
川
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
活

動
、
出
水
時
に
自
宅
か
ら
見
え
る
範
囲
の
浸

水
情
報
伝
達
活
動

謝
　
　
礼
　
当
所
規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

川
内
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w

w
.qsr.m

lit.go.jp/sendai/

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

川
内
川
河
川
事
務
所
管
理
課

☎
０
９
９
６
・
２
２
・
３
４
３
０

川
内
川
河
川
事
務
所
菱
刈
出
張
所

☎
�
２
４
５
９

里
町
遺
跡
発
掘
調
査
に
伴
う
臨
時
職

員
（
発
掘
作
業
員
）
募
集

作
業
内
容
　
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

募
集
対
象

　
伊
佐
市
に
居
住
し
、
健
康
で
発
掘
作
業
に

従
事
で
き
る
人

勤
務
地
　
里
町
遺
跡
（
伊
佐
市
大
口
里
）

雇
用
期
間
　
４
月
21
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
６
月
26
日
（
木
）
予
定

そ
の
他

　
募
集
人
数
、
勤
務
時
間
、
賃
金
等
に
つ
い

て
は
、
募
集
説
明
会
で
説
明
し
ま
す
。

募
集
説
明
会

日
　
　
時
　
４
月
８
日
（
火
）
14
時
～

場
　
　
所

　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階
和
室

問
い
合
わ
せ
先

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
課
第
一
調

査
係
（
担
当
：
東
・
今
村
）

☎
０
９
９
５
・
４
８
・
５
８
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
受
験
準
備
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時
　
６
月
８
日
（
日
）
10
時
開
始
　

　
　
　
　
　
９
時
30
分
着
席

試
験
会
場

　
鹿
児
島
市
・
南
九
州
市
頴
娃
町
・
南
九
州

市
知
覧
町
・
薩
摩
川
内
市
・
出
水
市
・
姶
良

市
・
鹿
屋
市
・
西
之
表
市
・
奄
美
市
・
天
城

町試
験
の
種
類

▽
甲
種
　
危
険
物
取
扱
者

▽
乙
種
　
危
険
物
取
扱
者（
乙
種
１
～
６
類
）

▽
丙
種
　
危
険
物
取
扱
者

受
験
願
書
の
申
請
方
法
、
申
請
期
間
及
び
申

請
場
所

⑴
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
の
場
合

　
４
月
14
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

　
※
当
日
消
印
有
効

⑵
消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

　
吉
松
分
遣
所
に
申
込
む
場
合

　
４
月
24
日
（
木
）
ま
で

⑶
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）
で

試
　
　
験
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大
口
地
区
運
動
公
園
の
予
約
等
受
付

場
所
変
更

　
こ
れ
ま
で
体
育
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て

い
た
施
設
予
約
等
は
、
４
月
１
日
（
火
）
か

ら
総
合
体
育
館
（
☎
�
６
９
４
７
）
に
変
更

　
子
ど
も
会
保
険
（
子
ど
も
会
安
全
共
済

会
）
は
、
子
ど
も
会
活
動
で
起
き
た
け
が
を

子
ど
も
会
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

補
償
す
る
保
険
制
度
で
す
。
年
間
１
２
０
円

で
安
心
し
て
子
ど
も
会
活
動
が
で
き
ま
す
の

で
、
活
動
を
行
う
子
ど
も
会
は
必
ず
ご
加
入

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
等
は
各
子
ど
も
会
育

成
会
長
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）
～
24
日
（
木
）

※
土
・
日
を
除
く
。

受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
菱
刈
庁
舎
３
階
社
会
教
育
課
内
）

☎
�
１
３
１
１

　
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
に
つ
い
て
、

鹿
児
島
県
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
受
け

た
夫
婦
に
、
追
加
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療

　「
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の

対
象
と
な
る
治
療

　
詳
し
く
は
、
大
口
保
健
所
（
☎
�
５
１
０

３
）
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成

　
承
認
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
（
手
続
き

　
は
、
大
口
保
健
所
）

○
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
始
め
た
特
定

　
不
妊
治
療
で
あ
る
こ
と

○
申
請
時
に
お
い
て
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方

　
ま
た
は
両
方
が
伊
佐
市
に
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
こ
と

○
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
が
７
３
０
万

　
円
未
満
で
あ
る
こ
と

○
夫
婦
い
ず
れ
も
市
税
等

　
の
滞
納
が
な
い
こ
と

助
成
内
容

○
特
定
不
妊
治
療
に
要
し

　
た
費
用
か
ら
県
の
助
成
分
を

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　
差
し
引
い
た
額

○
1
年
度
当
た
り
10
万
円
を
限
度
に
通
算
５

　
年
間

申
請
方
法

　
治
療
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以

内
に
こ
ど
も
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係
　
☎
�
１
３
１
１

年金相談
　年金相談は「予約制」で、予約の申し込みは、年金
相談日の１か月前から年金相談日の前日までとなりま
す。※市では予約を受け付けていません。
相談時間　９時 30 分～ 15 時 30 分
※ 12 時 15 分～ 13 時を除く。最終受付 15 時

　年金相談日 年金相談会場

平
成
26
年

 ４月 10 日（木） 大口ふれあいセンター
 ５月    ８日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）
 ６月 12 日（木） 大口ふれあいセンター
 ７月 10 日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）
 ８月    ７日（木） 大口ふれあいセンター
 ９月 11 日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）
10 月    ９日（木） 大口ふれあいセンター
11 月 13 日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）
12 月 11 日（木） 大口ふれあいセンター

平
成
27
年

 １月 15 日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）
 ２月 12 日（木） 大口ふれあいセンター
 ３月 12 日（木） まごし館（菱刈総合福祉保健センター）

予約申込・問い合わせ先
加治木年金事務所お客さま相談室　

☎０９９５・６２・３５１１

　
申
込
む
場
合

　
４
月
11
日
（
金
）
9
時
～

　
４
月
22
日
（
火
）
17
時

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shou

　bo-shiken.or.jp
）
か
ら
申
込
む

伊
佐
湧
水
危
険
物
安
全
協
会
主
催
試
験
準
備

講
習
会

種
　
　
別
　
乙
種
第
４
類

日
　
　
時
　
５
月
25
日
（
日
）
９
時
～
17
時

場
　
　
所
　
伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

受
講
料
　
２
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
テ
キ
ス
ト
の
み
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

受
講
の
申
込

　
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
・
南
消
防

署
・
菱
刈
分
遣
所
・
吉
松
分
遣
所
に
受
講
料

を
添
え
て
４
月
24
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
９

に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係
　

☎
�
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９

新 築 住 宅 完 成 し ま し た 。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

広告

アスパラギン酸が生の２００倍も豊富

URL://Amazon.co.jp手 づくりのマテリア霧島
薩摩黒にんにく

伊佐総代理店　代表  西 秀雄
記念品商社㈲ N&H　☎ 22-6204

練 150g（ １カ月分）定価 11,600円　　特価 7,500円
カプセル 93 粒　　　定価 13,500円　　特価 9,000円

（黒にんにくパワーで貴方の健康を取り戻しませんか）
驚きとお喜びの声がたくさん届いています。

※その他、各種特価にて取り揃えております。

無添加

　
伊
佐
市
文
化
会
館
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事
等
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆

さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間
　
平
成
26
年
11
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

休
館
施
設
　
伊
佐
市
文
化
会
館
　
全
館

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
会
館
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

伊
佐
市
文
化
会
館
を
一
時
休
館

無
料
法
律
相
談

　
市
で
は
、
県
弁
護
士
会
及
び
鹿
児
島
中
央

法
律
事
務
所
加
治
木
支
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た

弁
護
士
に
よ
り
、
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
法
律
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、

専
門
的
な
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係
　

☎
�
１
３
１
１

乾
田
化
工
事
に
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
水
田
の
高
度
利
用
を
推
進
す
る

た
め
に
、
暗
渠
排
水
や
客
土
な
ど
の
乾
田
化

の
工
事
を
行
い
、
米
・
飼
料
作
物
以
外
の
野

菜
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
に
対
し
、

工
事
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

事
業
名
　
水
田
高
度
利
用
化
対
策
事
業

補
助
対
象
者

　
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を

得
て
工
事
を
行
う
耕
作
者

補
助
条
件
　

　
事
業
完
了
後
、
乾
田
化
の
工
事
を
行
っ
た

農
地
に
お
い
て
、
２
年
以
上
、
米
・
飼
料
作

物
以
外
の
野
菜
な
ど
の
栽
培
を
行
う
こ
と

補
助
金
額
　

　
工
事
費
の
75
％
以
内
と
し
、
一
補
助
対
象

者
に
対
す
る
補
助
金
の
限
度
額
は
50
万
円

申
込
方
法

　
申
込
書
等
、
関
係
書
類
を
農
政
課
耕
地
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
耕
地
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

�
１
３
１
１

　
市
は
金
山
ね
ぎ
の
生
産
面
積
拡
大
を
目
指

し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
金
山
ね

ぎ
は
生
育
期
間
が
長
く
、
労
力
が
か
か
り
栽

培
が
難
し
い
品
目
で
す
が
、
高
い
収
益
性
が

見
込
め
ま
す
。

◎
伊
佐
市
金
山
ね
ぎ
面
積
拡
大
事
業

金
山
ね
ぎ
新
規
栽
培
農
家
を
対
象
に
ね
ぎ
苗

代
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
初
年
度
の
み
限
定
で
、
金
山
ね
ぎ
の
購
入

苗
代
ま
た
は
育
苗
経
費
（
種
子
代
、
チ
ェ
ー

ン
ポ
ッ
ト
・
育
苗
培
土
代
等
）
の
一
部
を
市

と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
が
助
成
し
ま
す
。（
補
助

率
１
／
２
以
内
）

金
山
ね
ぎ
新
規
栽
培
農
家
等
を
対
象
に
出
荷

調
整
手
数
料
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
初
年
度
の
み
限
定
で
、
ね
ぎ
出
荷
調
整
作

業
を
委
託
し
た
農
家
に
対
し
て
、
出
荷
調
整

手
数
料
の
一
部
を
市
と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
が
助

成
し
ま
す
。（
10
ａ
あ
た
り
７
０
０
箱
を
助

成
上
限
数
量
と
し
、
補
助
率
は
、
ね
ぎ
1
箱

３
０
０
円
の
出
荷
調
整
手
数
料
の
１
／
３
、

１
箱
当
た
り
約
１
０
０
円
の
助
成
。）

助
成
要
件

○
一
農
家
あ
た
り
助
成
対
象
面
積
５
ａ
以
上

金
山
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
30
ａ
以
下
で
あ
る
こ
と

○
伊
佐
金
山
ね
ぎ
振
興
会
に
加
入
し
、
３
年

　
以
上
継
続
し
て
金
山
ね
ぎ
を
生
産
す
る
こ

　
と
等

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
係
　
　
　
　
　
☎
�
１
３
１
１

北
さ
つ
ま
農
協
伊
佐
総
合
支
所
営
農
セ
ン
タ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
６
１
１

　
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
の

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
霧
島
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３

感
電
事
故
防
止
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誕
　
生

 

（
２
月
３
日
～
２
月
28
日
受
付
分
）

阿
萬
　
柚ゆ
ず
き希
（
英
治
・
高
野
）

出
水
　
旺お
う
ら羅
（
友
和
・
平
出
水
中
央
）

伊
東
　
奏
か
ん
な
（
広
人
・
東
戸
切
）

上
村
　
伊い
ぶ
き吹
（
拓
也
・
春
村
）

上
村
　
千ち

ほ

り
穂
里
（
拓
也
・
春
村
）

川
畑
　
琥り
ゅ
う
が雅
（
優
香
・
春
村
）

千
知
岩
　
柚ゆ
ず
き希
（
浩
幸
・
金
波
田
下
）

中
村
　
菜な

な

み
奈
美
（
久
徳
・
崎
山
）

成
政
　
蓮れ
ん
と翔
（
広
・
下
青
木
）

原
口
　
剛ご
う

（
芳
剛
・
麓
後
）

肱
岡
　
天あ
ま
な南
（
敦
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

肥
實
　
陸り
く
と斗
（
佑
輔
・
牛
尾
）

三
重
　
愛あ
い
り里
（
雅
哉
・
下
青
木
）

宮
脇
　
翔と

あ海
（
円
・
停
車
場
）

脇
迫
　
和か
ず
ま磨
（
健
二
・
重
留
西
）

（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

猪
谷
　
シ
ヅ
子
　
　
98
　（
西
本
町
）

岩
元
　
淑
子
　
　
　
68
　（
上
ノ
馬
場
）

川
野
　
德
行
　
　
　
76
　（
奈
良
野
）

島
畑
　
歌
子
　
　
　
84
　（
上
原
田
）

髙
野
　
雪
野
　
　
　
94
　（
下
青
木
）

中
島
　
フ
ミ
ヱ
　
　
86
　（
高
校
裏
）

永
吉
　
タ
マ
　
　
　
78
　（
上
ノ
馬
場
）

野
口
　
ト
ミ
子
　
　
93
　（
郡
山
）

政
元
　
力
　
　
　
　
86
　（
千
束
松
）

益
園
　
秋
雄
　
　
　
72
　（
郡
山
団
地
）

南
　
英
雄
　
　
　
　
91
　（
下
目
丸
）

宮
里
　
藤
子
　
　
　
83
　（
鉱
業
所
）

山
内
　
優
　
　
　
　
65
　（
牛
尾
）

山
元
　
久
　
　
　
　
86
　（
木
崎
）

吉
峰
　
勝
広
　
　
　
27
　（
大
田
）

山
野
地
区

内
村
　
士
　
　
　
　
84
　（
石
井
）

榎
田
　
タ
マ
　
　
　
96
　（
石
井
）

永
田
　
シ
エ
　
　
　
95
　（
布
計
）

水
谷
　
ヱ
ミ
子
　
　
84
　（
小
木
原
東
）

羽
月
地
区

今
吉
　
光
雄
　
　
　
79
　（
辺
母
木
）

岩
瀬
　
ト
シ
子
　
　
80
　（
金
波
田
下
）

田
尻
　
賢
　
　
　
　
69
　（
竜
石
）

辻
　
英
昭
　
　
　
　
85
　（
堂
崎
）

森
園
　
チ
ミ
　
　
　
88
　（
羽
山
）

西
太
良
地
区

有
木
　
不
二
男
　
　
96
　（
高
塚
）

内
村
　
昭
仁
　
　
　
61
　（
後
村
）

鎭
守
　
憲
男
　
　
　
89
　（
荻
原
）

鶴
丸
　
秋
義
　
　
　
83
　（
城
下
）

戸
田
　
照
子
　
　
　
87
　（
諏
訪
）

濱
田
　
實
俊
　
　
　
91
　（
山
城
）

菱
刈
地
区

江
﨑
　
ト
シ
エ
　
　
87
　（
築
地
中
）

上
水
流
　
好
衟
　
　
91
　（
町
舟
津
田
上
）

　 【今月の表紙】　新しいコートでバスケを楽しむ

　２月中旬、大口ふれあい
センター横にある中央公園
バスケットコートの改修工
事が完成し、たくさんの人
で賑わっています。
  バスケといえば今年８月、
車椅子バスケットボール日
本代表チームの伊佐市合宿
が予定されています。

　「
広
報
い
さ
」
３
月
１
日
号
の
「
お

く
や
み
」
で
、
お
名
前
の
漢
字
を
誤
っ

て
掲
載
し
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

菱
刈
地
区 

千
知
岩
　
美
佐
男
　 

54
（
本
町
）

訂
正
と
お
詫
び

　「
広
報
い
さ
」
３
月
１
日
号
の
「
防

火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
紹

介
で
、
消
防
長
賞
を
受
賞
し
た
久
保
田

桂
仙
さ
ん
の
作
品
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
い
受
賞
作
品
は
こ
ち
ら
で
す
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
か
ら訂

正
と
お
詫
び

久
保
田
桂
仙
（
湯
之
尾
小
５
年
）

消
防
長
賞

川
添
　
ユ
キ
エ
　
　
80
　（
瓜
之
峰
）

川
畑
　
房
子
　
　
　
92
　（
啓
明
園
）

河
野
　
普
徳
　
　
　
66
　（
本
城
町
）

御
書
　
敏
雄
　
　
　
76
　（
下
手
浜
場
）

塩
屋
　
ツ
ル
　
　
　

102
　（
重
留
西
）

末
葊
　
澄
男
　
　
　
83
　（
青
木
元
）

谷
口
　
祐
祥
　
　
　
86
　（
下
手
須
川
）

田
渕
　
タ
子
　
　
　
91
　（
青
木
元
）

中
村
　
洋
子
　
　
　
82
　（
愛
都
）

原
口
　
紀
二
郎
　
　
74
　（
猶
原
）

福
留
　
ム
ツ
　
　
　
83
　（
新
町
）

堀
之
内
　
正
美
　
　
91
　（
本
城
町
）

吉
留
　
チ
ト
　
　
　
96
　（
築
地
中
）

力
武
　
ツ
ル
子
　
　
87
　（
重
留
西
）
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広
報

い
さ

　
Ｎ
ｏ
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2014.04.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

      Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
    Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H26. ２.28 現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,651 人　  （－   33）
　男　　13,260 人　  （－     8）
　女　　15,391 人　  （－   25）
世帯数　14,080 世帯  （－   25）

◆ ◆

　
春
に
嬉
し
い
報
告
が
届
き
ま
し
た
。
先
月

号
の
「
ま
ち
の
話
題
」
で
紹
介
し
た
、
水
流

添
日
向
く
ん
の
手
術
や
渡
航
に
必
要
な
資
金

が
目
標
額
に
達
し
た
と
の
こ
と
。
昨
年
11
月

末
か
ら
２
月
ま
で
の
募
金
額
を
、
３
月
だ
け

で
集
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
ー
サ
キ
ン

グ
様
が
応
援
大
使
に
な
り
万
全
の
協
力
体
制

で
支
援
し
た
効
果
も
多
分
に
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
向
く
ん
の
願
い
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
。
将
来
の
夢

は
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
。
同
年
代
の
こ
ど
も
た

ち
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

50
万
人
に
1
人
と
い
わ
れ
る
難
病
と
向
き
合

う
に
は
と
て
も
幼
く
、
小
さ
な
命
で
す
。

　
世
界
中
の
人
が
応
援
し
て
、
心
臓
移
植
と

い
う
元
気
に
な
る
た
め
の
道
が
開
け
ま
し
た
。

　
一
つ
ず
つ
繋
い
だ
命
が
大
き
な
希
望
に
な

り
、
小
さ
な
日
向
く
ん
の
願
い
や
夢
が
実
現

す
る
日
を
強
く
祈
り
ま
す
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

koho@city.isa.lg.jp

　
志
布
志
市
の
「
志
布
志
湾
三
昧
丼
」
が
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
第
4
回
県
商
店
街
グ
ル
メ

N
O

.1

決
定
戦Show

-1

グ
ラ
ン
プ
リ
。
こ
の
丼

に
使
用
し
て
い
る
米
は｢

伊
佐
米｣

で
す
。
知
人

の
紹
介
で
伊
佐
み
り
ょ
く
研
究
所
の
皆
さ
ま
と
ご

縁
を
頂
戴
し
、
こ
れ
ま
で
互
い
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や

グ
ル
メ
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
合
い
、
友
情
を
深

め
て
来
ま
し
た
。
今
回
私
た
ち
が
最
高
賞
を
獲
得

で
き
た
の
は
伊
佐
米
の
支
え
、
伊
佐
市
と
の
友
情

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
感
謝
を

捧
げ
、
両
市
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　（
志
布
志
市  

黒
潮
隊
隊
長  

40
代
）

　
３
月
15
日
に
曽
木
校
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃
、
車
で
し
か

通
ら
な
い
黄
金
ロ
ー
ド
。
ゴ
ミ
の
多
さ
と
心
無
い

人
に
よ
る
不
法
投
棄
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
り
腹
が
立

っ
た
り
・
・
・
。
で
す
が
、
我
先
に
と
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
、
口
々
に
「
あ
り
え
な
い
」、「
な
ん
で

こ
ん
な
に
捨
て
て
あ
る
の
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち

の
声
に
、
少
し
救
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
子
ど

　
黒
潮
隊
隊
長
さ
ん
、
遠
く
か
ら
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
に
立
ち
上
が
る

団
体
も
多
く
、
伊
佐
に
も
熱
い
風
が
吹
い
て
い
ま

す
。
人
と
の
出
会
い
も
彼
ら
の
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

も
た
ち
も
通
う
路
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
景
色
を

残
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

 

（
曽
木
　
曽
木
っ
こ
大
好
き
　
40
代
）

　今年初めてみんなで作った
「つるし雛」。完成した作品は
とても愛らしい。自治会で１
週間披露しました。

（羽月  堂崎すこやか会　70 代）




